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 新欧州委員会始動、安全保障と競争力強化が急務 

◆欧州委員会が新体制で12月から始動、2029年までの5年間 

欧州連合（EU）の行政執行機関で、法案作成などを行う欧州委員会が、 2024年

12月1日から新体制となった。29年までの5年間が任期となる。 

EU加盟27ヵ国それぞれ1名が選出され、委員長以下、6名の副委員長と20名の委

員から構成される。7月に欧州議会の承認を受け続投が決まったフォン・デア・

ライエン委員長は、男女同数の委員を目指し、加盟各国に男女 2名の候補者の提

案を要請したものの、男性しか候補を挙げない国もあり、男性 16人、女性10人と

いう構成になった。こうした男女のアンバランスを考慮してか、副委員長には女

性を多く配置している。たとえば、副委員長の一人で、外務・安全保障政策上級

代表（EU外相）は、元エストニア首相の女性、カヤ・カッラス氏が担当する。 

委員長以外の人事案の承認には欧州議会の一括承認が必要だったが、 6月の欧

州議会選挙で、右傾化が進んだ結果、これまでのような親 EU中道3会派からでは

なく、欧州保守改革グループ（右派・一部極右）所属の副委員長就任を容認する

ことになった。フォン・デア・ライエン委員長は、1期目よりも各方面で柔軟な

対応や妥協を迫られる場面が出てきそうだ。 

 

新欧州委員会のメンバー  ＊委員プロフィールリンク  出所：欧州委員会 

https://commission.europa.eu/about/organisation/college-commissioners/kaja-kallas_en
https://commission.europa.eu/about/organisation/college-commissioners/kaja-kallas_en
https://commission.europa.eu/document/download/df7693e5-834b-49e1-bf36-6a543ddfdf16_en?filename=Poster%20of%20Commissioners%202024%202029.pdf
https://commission.europa.eu/about-european-commission/towards-new-commission-2024-2029/commissioners-designate-2024-2029_en
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◆優先課題は安全保障強化と欧州の産業競争力強化 

欧州理事会（ EU首脳会議）は 6月 27日、 EUの今後 5年間の方針を示す「戦略ア

ジェンダ」を採択している。欧州が新たな地政学的な現実に直面していることか

ら、「自由で民主的な欧州」「強くて安全な欧州」「繁栄し、競争力のある欧州」

の3つの柱を掲げている。一方で、前回19～24年の戦略アジェンダで中心的だっ

た「欧州グリーン・ディール」については、既に関連法令の多くが成立してお

り、今後は競争力強化のなかで炭素排出ネットゼロに貢献する技術の域内産業を

支援するとしている。 

フォン・デア・ライエン委員長は、このアジェンダに沿う形で今後 5年間の政

治指針を7月18日に発表している。欧州の産業競争力や防衛・経済安全保障の強

化を最優先課題に位置付け、防衛担当委員を新設した。産業界の競争力強化策に

は、企業の規制対応負担の軽減と、再生可能・低炭素エネルギーなどの技術開発

やエネルギー集約型産業・関連インフラ整備への投資促進などを挙げた。  

欧州議会が欧州委員を信任した11月27日、欧州委員長は、新欧州委員会の最初

の主要なイニシアティブとして「競争力コンパス（羅針盤）」に言及した。競争

力コンパスは、9月に発表された「欧州の競争力の未来」報告書の3つの柱に基づ

いている。イタリア前首相で欧州中央銀行総裁を務めたドラギ氏が発表した同報

告書は、欧州企業が直面する課題について考察した。 1つ目は米国や中国とのイ

ノベーション・ギャップの解消、2つ目は脱炭素化と競争力のための共同計画、3

つ目が（経済・技術・エネルギーなどを含む）安全保障強化と外部依存低減だ。 

また、欧州委員会は最初の 100日間で、「クリーン産業ディール（特にエネル

ギー集約型セクターのインフラと産業へ投資）」、「欧州防衛白書」、「AIファクト

リー」、「医療・健康インフラのためのサイバーセキュリティ行動計画」、「農業と

食糧のビジョン」、「EU加盟国拡大政策の見直し」、次世代の欧州市民の発言力を

高めるための「青少年政策対話」の7つのイニシアティブを立ち上げる予定だ。 

これまでEUは、欧州グリーン・ディールを掲げ、環境政策で世界をけん引して

きた。しかし、理想と現実のギャップから性急な変革は各所からの反発を招き、

EU懐疑派の伸張も許した。 12月から適用予定だった「森林破壊防止のための

デューディリジェンス義務化に関する規則」は、11月に欧州議会で、1年延期を

右派・極右の賛成で可決した。今後も現実解の模索が増えそうだ。【赤山英子】 

https://www.consilium.europa.eu/en/meetings/european-council/2024/06/27/
https://www.consilium.europa.eu/en/meetings/european-council/2024/06/27/
https://ec.europa.eu/commission/presscorner/detail/en/ac_24_6108
https://commission.europa.eu/topics/strengthening-european-competitiveness/eu-competitiveness-looking-ahead_en
https://www.europarl.europa.eu/news/en/press-room/20241111IPR25340/eu-deforestation-law-parliament-wants-to-give-companies-one-more-year-to-comply
https://www.europarl.europa.eu/news/en/press-room/20241111IPR25340/eu-deforestation-law-parliament-wants-to-give-companies-one-more-year-to-comply

